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  は じ め に        

アデノウイルスは咽頭結膜熱・流行性角結膜

炎・感染性胃腸炎などさまざまな疾患を引き起こ

す。平成 20 年までは 51 種類の血清型があり，A

～F の 6 種に分類されていた。その後 52 型以降の

型が新たに報告され，種も A～G の 7 種となった。

アデノウイルスの新しい型やその決定法について

は世界的に議論が続いているところである。 

 平成 24 年 5 月に咽頭結膜熱・流行性角結膜炎検

査診断マニュアル(以下診断マニュアルという)が

改訂され，アデノウイルスの検査法も新しい型別

に対応したものが示された。新型アデノウイルス

として報告されているアデノウイルスは，種内の

異なった型間での組み換えを起こしている。シー

クエンスによるアデノウイルスの型の同定におい

ては，組み換え(リコンビナント)に対応するため

hexon・fiber・penton の 3 つの構造蛋白質をコー

ドする領域を別々に決定することが推奨されてい

る。 

 当所で多く検出される C 種アデノウイルス(1・

2・5・6 型)について 3 領域のシークエンスによる

型別を行ったので報告する。 

 

       方 法        

1   検査材料 

 平成 25 年 4 月から平成 26 年 3 月の間に発生動

向調査において当所に搬入された検体のうち，細

胞培養でアデノウイルスが分離され，かつ中和抗

体法によりC種に型別された20株について検査を

実施した。20 株の血清型別の内訳は 1 型 6 株，2

型 6 株，5 型 7 株，6 型 1 株である。 

2   遺伝子検査 

HEp2またはVero細胞で分離・回収したウイルス

培養液上清140μlを用いてQIAamp Viral RNA Mini 

Kit(QIAGEN)でDNAを抽出した。抽出したDNAについ

て診断マニュアルの方法4 (hexon領域)・方法5 

(fiber領域)・方法6 (penton領域)に従ってダイレ

クトシークエンス法で行った。 

3   疫学的解析 

 ダイレクトシークエンス法により決定した

hexon 領域 698bp，fiber 領域 306bp，penton 領域

481bp について N-J 法を用いて系統樹解析を行っ

た。レファレンスの遺伝子配列については 3 領域

の遺伝子型が全て決定されているものを使用した。

それぞれのアクセション番号は 1 型(JX173082・

JX173083・JX173085・KF268331)2 型(JX173077・

KF268130・KF268310)5 型(KF268127・KF429754)6

型(JX423389)である。 

 

       結 果        

検体情報および中和抗体法による血清型を表 1

に示した。C 種アデノウイルスが検出された患者

の診断名は感染性胃腸炎・腸重積等の胃腸炎症状

が 16/20 検体で最も多かった。また細気管支炎・

肺炎等の呼吸器症状が 3/20 検体であった。 

hexon・fiber・penton の 3 つの領域それぞれに

ついての系統樹は図 1・2・3 のとおりである。hexon

領域の遺伝子型と血清型が一致していない株が 4

株あった。また hexon 領域と fiber 領域の遺伝子

型は一致しているが penton 領域の遺伝子型が異

なる，リコンビナントウイルスが 7 株あった。

1130045F・1130055F・1130139T の 3 つの検体につ

いては，fiber・penton 領域がレファレンスとし

た遺伝子型 1・2・5・6 型のどれとも異なる塩基の

違いが各 3 塩基あり，系統樹上では他の株と異な

るクラスターを形成した。 

 

考 察 

診断マニュアルの方法 4 で標的としているのは

hexon のループ 1 コード領域であり，この部位は

中和反応を規定している領域なので血清型と一致

していることが多く 1)，hexon 領域の遺伝子型と

血清型が一致していない 4 株については，中和抗

体法での交差反応の可能性も考えられた。また今

回 hexon・fiber 領域と penton 領域の遺伝子型が

異なる株が検出され，広島市で胃腸炎や呼吸器症

状のある患者から検出されている C 種アデノウイ

ルスにもリコンビナントウイルスが多く存在する
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ことがわかった。しかし Penton 領域は他の領域よ

り C 種の遺伝子型間の塩基配列の差が少なく，数

塩基の変異が系統樹解析に影響すると考えられる

ため，遺伝子型決定の際には注意が必要である。 

日本では流行性角結膜炎の原因として特に D 種

のリコンビナントウイルスの新型アデノウイルス

が流行しており 2)，3) ，血清型別のみでは型別で

きないため遺伝子型の解析が必須の状況となって

いる。しかし系統樹解析や BLAST 検索で型を決定

する場合，比較されるレファレンス配列が問題と

なる。過去に全塩基配列が公開されている株に関

しては，リコンビナントウイルスである可能性も

考慮する必要がある 4)，5) 。特に多くの株が解析

されている hexon 領域では塩基配列が公開されて

いるものが多くあるが，fiber 領域や penton 領域

については数が少なく，今後も解析結果の集積が

望まれる。 
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表 1 検体情報および血清型 

検体 
検体 

種別 

年齢

(歳) 
性別 診断名

血清型

(型) 

1130045F 糞便 1 男 
感染性

胃腸炎
1 

1130055F 糞便 2 男 
腸重積

症 
1 

1130116T
咽頭拭

い液 
4 女 

感染性

胃腸炎
1 

1130139T
咽頭拭

い液 
0 女 発疹症 1 

1130161T
咽頭拭

い液 
0 男 

感染性

胃腸炎
1 

1130353F 糞便 1 男 
腸重積

症 
1 

1130086F 糞便 1 男 
感染性

胃腸炎
2 

1130149T
咽頭拭

い液 
0 男 

感染性

胃腸炎
2 

1130166T
咽頭拭

い液 
1 男 

腸重積

症 
2 

1130341F 糞便 0 女 
腸重積

症 
2 

1130362F 糞便 4 女 
腸重積

症 
2 

1130400T
咽頭拭

い液 
1 男 肺炎 2 

1130132N 鼻汁 0 男 
細気管

支炎 
5 

1130171T
咽頭拭

い液 
0 男 不明熱 5 

1130174F 糞便 2 男 
腸重積

症 
5 

1130179F 糞便 20 女 
感染性

胃腸炎
5 

1130186T
咽頭拭

い液 
0 男 

細気管

支炎 
5 

1130243F 糞便 3 男 
腸重積

症 
5 

1130394F 糞便 0 男 
腸重積

症 
5 

1130172F 糞便 1 男 
腸重積

症 
6 
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図 1 hexon 領域系統樹 (698bp) 

図 3 penton 領域系統樹 (481bp) 

図 2 fiber 領域系統樹 (306bp) 


